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向
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
長
野
県

消
防
協
会
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
県
下
3
万
有
余
名
の
消
防

団
員
の
皆
様
に
は
、
生
業
の
か
た
わ

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
対
策
や
健
康
管
理
に
配
慮
し
な

が
ら
の
団
活
動
、
各
種
訓
練
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
4
年
6
月
10
日
の

理
事
会
に
お
い
て
公
益
財
団
法
人
長

野
県
消
防
協
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
上
條
博
文
で
す
。
就
任
に
当
た
り

一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

近
年
、
県
内
で
も
災
害
、
特
に
水

害
が
多
発
し
、
大
規
模
化
し
て
い
ま

す
。
地
域
に
密
着
し
て
、
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
り
、
郷
土
を
守
る
消

防
団
の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
待
遇
の
改
善
や
平

常
時
の
訓
練
の
あ
り
方
、
団
活
動
の

周
知
や
団
員
の
募
集
な
ど
課
題
も
多

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
で
は

あ
り
ま
す
が
、
県
下
消
防
団
員
の
た

め
、
県
協
会
事
業
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
取
り
組
み
た

い
案
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
県
内

全
市
町
村
に
よ
る
消
防
団
広
域
相
互

応
援
協
定
の
よ
う
な
体
制
が
必
要
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
理
由
は
台
風
19

号
の
際
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
時
松
本
市
消
防
団
と
し

て
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
長
野

穂
保
地
区
で
復
旧
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
お
う
と
団
員
を
募
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
一
部
の
団
員
か
ら
団
長

の
考
え
で
行
く
の
か
、
又
公
務
と
し

て
行
く
の
か
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
出

動
依
頼
が
な
い
の
で
仕
方
な
く
そ
の

時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
募
り
、

1
2
0
名
程
で
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
被
災
地
は
津
波
が
き
た
よ
う
な

有
様
で
、
家
屋
の
床
下
の
泥
の
搬
出

や
流
出
物
の
撤
去
搬
出
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
活
動
時
間
の
制
約

が
あ
り
5
時
間
ほ
ど
で
終
了
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
活
動
中
、

当
時
の
長
野
市
高
木
団
長
が
泥
ま
み

れ
の
姿
で
お
礼
の
挨
拶
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
団
長
も
又
地
元
団
員
も
自
ら

の
復
旧
活
動
も
し
な
が
ら
消
防
団
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

長
野
県
市
町
村
の
災
害
協
定
も
ご

ざ
い
ま
す
が
今
回
は
役
所
職
員
だ
け

が
応
援
に
出
動
し
た
だ
け
で
し
た
。

こ
の
県
協
会
で
各
団
が
繋
が
っ
て
お

り
ま
す
。
県
内
の
協
会
単
位
で
、
長

期
的
に
毎
週
交
代
を
し
な
が
ら
支
援

し
て
い
た
ら
復
旧
が
よ
り
早
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
消
防
団
員
の
減
少
が
著
し
い

中
、
大
規
模
災
害
の
対
応
に
は
マ
ン

パ
ワ
ー
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

其
の
た
め
に
も
消
防
団
ど
う
し
が
一

体
と
な
り
、
被
災
地
の
団
長
か
ら
、

公
的
な
支
援
依
頼
を
気
兼
ね
な
く
で

き
る
体
制
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
私
だ
け
の
思
い
で
す
の

で
、
今
後
可
能
で
あ
れ
ば
皆
様
と
協

議
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
消
防
団
員
が
様
々
な
活
動
、

出
動
を
し
て
も「
警
察
・
消
防
」と
い

う
く
く
り
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
と
感
じ
ま
す
。
地
域
や
報
道
の
皆

様
に
は「
消
防
団
」が
活
動
し
て
い
る

こ
と
、
消
防
団
の
大
切
さ
を
分
か
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
特
に
幹
部
の
皆

様
に
は「
消
防
団
活
動
」を
周
知
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
理
事
、
監

事
並
び
に
消
防
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人
長
野
県
消
防
協
会
長

上
條　

博
文

　

県
内
か
ら
５
名
の
方
々
が
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

瑞
宝
単
光
章

（
元
）長
野
市
消
防
団
分
団
長

�

牛
沢　

徳
雄

（
元
）木
曽
町
消
防
団
副
団
長

�

鈴
木　
　

悟

（
前
）長
野
市
消
防
団
長

�

中
村　

庄
市

（
元
）小
谷
村
消
防
団
長

�

松
沢　

彰
一

（
元
）佐
久
市
消
防
団
長

�

山
﨑　

敦
雄

　

消
防
功
労
者
知
事
表
彰
は
次

の
11
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

（
元
）松
本
市
消
防
団
副
団
長

�

上
條　

裕
幸

（
元
）富
士
見
町
消
防
団
長

�

久
保
井　

淳

下
諏
訪
町
消
防
団
分
団
長

�

武
居　

和
彦

（
前
）松
本
市
消
防
団
分
団
長

�

永
野　
　

悟

須
坂
市
消
防
団
長

�

中
村　

公
彦

松
本
市
消
防
団
副
団
長

�

宮
坂　

明
直

岡
谷
市
消
防
団
分
団
長

�

宮
坂　

芳
則

（
元
）上
松
町
消
防
団
長

�

山
田　
　

弘

（
前
）松
本
市
消
防
団
分
団
長

�

吉
江　

速
人

（
前
）塩
尻
市
消
防
団
長

�

米
窪　

潤
司

（
前
）上
田
地
域
防
火
協
会
長

�

齊
藤
重
一
郎

　
消
防
関
係
者

　
春
の
叙
勲

知
事
表
彰
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令和4年6月10日付

■ 長野県消防協会の新しい体制 ■

理　事

中村　公彦
（須坂市消防団長）

理　事

竹入　英城
（辰野町消防団長）

副会長

笹川　政義
（木祖村消防団長）

評議員

田中　敏勝
（元須坂市消防団長）

監　事

青木　弘
（県市長会事務局長）

理　事

岡田　正
（千曲市消防団長）

理　事

小松　良成
（原村消防団長）

副会長

松木　道夫
（長野市消防団長）

評議員

倉科　広三
（前池田町消防団長）

監　事

宮下　喜幸
（坂城町消防団長）

理　事

平出　誠二
（大町市消防団長）

理　事

黒澤　薫
（長和町消防団長）

副会長

日下部　良也
（伊那市消防団長）

評議員

藤森　芳樹
（元諏訪市消防団長）

監　事

菅沼　祐介
（豊丘村消防団長）

理　事

二木　弘
（安曇野市消防団長）

理　事

関　俊之
（立科町消防団長）

副会長

福澤　賢治
（上田市消防団長）

評議員

河西　満正
（元長和町消防団長）

理　事

出澤　重樹
（飯山市消防団長）

理　事

田近　哲也
（王滝村消防団長）

理　事

永井　豪
（佐久穂町消防団長）

会　長

上條　博文
（松本市消防団長）

評議員

五十嵐　幸男
（県消防協会参与会長）

理　事

豊田　惠佐学
（信濃町消防団長）

理　事

坂巻　剛弘
（飯田市消防団長）

常務理事

柳沢　剛
（長野県危機管理部消防課長）

評
議
員

役　

員
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第
１
回 

理
事
会

　

令
和
４
年
度
第
１
回
理
事
会
を
５
月
17
日

（
火
）に
長
野
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。会
議
に

先
立
ち
、
県
危
機
管
理
部
の
前
沢
直
隆
部
長

か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。議
事
で

は
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
の
承

認
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、
事
業
報
告
及
び

決
算
は
、
５
月
10
日（
火
）、
中
村
靖
監
事
、
中

村
収
監
事
及
び
平
出
誠
二
監
事
に
よ
り
監
査

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
理
事
会
で
は
中
村
収
監

事
か
ら
適
正
処
理
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
今
年
度
計
画
し
て
い
る
長

野
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
・
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

の
実
施
要
綱
を
決

定
。
ま
た
、
10
月

開
催
予
定
の
県
団

長
、
事
務
担
当
者

研
修
大
会
や
女
性

消
防
団
員
活
性
化

会
議
の
要
領
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
地
域
活
動
表
彰

　

５
月
17
日（
火
）の
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和

４
年
３
月
に
決
定
し
た
消
防
庁
消
防
団
等
地

域
活
動
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
前
沢
直

隆
県
危
機
管
理
部

長
か
ら
塩
尻
市
消

防
団
前
団
長
の
米

窪
潤
司
理
事
、
小

川
村
消
防
団
の
久

保
田
和
司
団
長
に

表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会

　

令
和
４
年
度
定
時
評
議
員
会
を
６
月
10
日

（
金
）に
長
野
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。第
１
回

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
３
年
度
事
業
報

告
の
後
、
歳
入
歳
出
決
算
書
が
、
平
出
監
事
か

ら
監
査
結
果
の
報
告
の
後
、
原
案
通
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
任
期
満
了
に
伴
い
新
し
い
理
事
及
び

監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回 

理
事
会

　

定
時
評
議
員
会
の
同

日
、
新
し
い
理
事
に
よ
る

改
選
後
初
の
理
事
会（
令

和
４
年
度
第
２
回
）が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
、
来
賓
と
し

て
阿
部
守
一
知
事

に
御
出
席
い
た
だ

き
、
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
正

副
会
長
の
選
任
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
与

に
、
武
井
郁
郎
前

会
長
が
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

　

理
事
会
後
、
正
副
会
長
会
議
、
専
門
委
員
会

の
全
体
会
及
び
分
科
会
が
行
わ
れ
、
全
理
事
及

び
監
事
が
総
務
、
教
養
、
福
利
厚
生
の
各
専
門

委
員
会
に
出
席
。今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ッ
パ
講
習
会
開
催

　

４
月
23
日（
土
）、
県
消
防
学
校
で
ラ
ッ
パ
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。41
市
町
村
か
ら
45
名

の
消
防
団
員
が
参
加
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

に
よ
る
中
止
を
経
て
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
適
用

と
な
っ
た
実
施
要
領
を
県
消
防
学
校
小
林
大

亮
教
授
が
講
義
、
長
野
市
消
防
団
音
楽
隊
に
よ

り
模
範
動
作
を
確
認

し
、
吹
奏
も
行
い
ま

し
た
。
後
半
は
、
消

防
学
校
ラ
ッ
パ
科
講

師
田
中
美
貴
先
生
よ

り
、
音
づ
く
り
や
曲

目
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

実
践
的
な
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

知
事
感
謝
状
交
付
式

―
退
任
す
る
正
副
会
長
へ

　

６
月
17
日（
金
）、
2
年
間
の
長
野
県
消
防
協

会
の
重
責
を
担
わ
れ
、
在
職
中
に
危
機
管
理
は

じ
め
県
政
へ
の

発
展
に
寄
与
さ

れ
た
武
井
郁
郎

氏（
千
曲
市
）、

吉
澤
節
夫
氏

（
川
上
村
）、
清

水
昌
敏
氏（
原

村
）並
び
に
渋

谷
智
義
氏（
高

山
村
）の
４
名

に
阿
部
守
一
知

事
か
ら
感
謝
状

が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

副
団
長
講
習
会
開
催

　

消
防
団
活
動
の
指
導
的
な
立
場
で
職
責
を

担
う
副
団
長
を
対
象
に
、
令
和
４
年
６
月
11
日

（
土
）、
副
団
長
講
習
会
を
長
野
市
の
長
野
県
消

防
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
北
信
の
午
前
と
中
南
信
の
午
後
に
分
か

れ
た
講
習
に
、
63
市
町
村
か
ら
87
名
が
参
加
。

県
消
防
課
、
県
消
防
学
校
の
講
義
や
災
害
現

場
を
想
定

し
て
の
ド

ロ
ー
ン
な

ど
の
実
演

を
視
察
し

ま
し
た
。

令和３年度歳入歳出決算
（令和３年４月１日～令和４年３月31日まで）

（単位 : 円）

Ⅰ 事業活動収支の部
　 1 事業活動収入

基本財産等運用収入 6,906,000
事業収入 6,301,910
補助金等収入 4,936,531
雑収入 2,195,437

　 事業活動収入計 20,339,878
　 2 事業活動支出

事業費支出 6,857,766
広報事業費 1,311,810
予防宣伝対策事業費 411,124
教養訓練事業費 1,705,525
表彰事業費 1,977,360
弔慰救済事業費 1,451,947

管理費支出 10,792,164
　 事業活動支出計 17,649,930
　 事業活動収支差額 2,689,948

Ⅱ 特別積立預金支出 194,800

当期収支差額 2,495,148
前期繰越収支差額 5,361,973
次期繰越収支差額 7,857,121

第 1 回理事会

消防庁地域活動表彰

第 2回理事会

知事感謝状交付式

ラッパ講習会

副団長講習会
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退
任
さ
れ
た
、
正
副
会
長
に
退
任
の
あ

い
さ
つ
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

退
任
に
あ
た
り
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
県
消
防
協
会
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め

消
防
関
係
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
協
会

運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
の
就
任
以
来「
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関

す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
安
心
安
全
な
郷

土
を
作
る
た
め
よ
り
安
全
で
確
実
な
も
の

に
な
る
よ
う
に
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
あ

ら
ゆ
る
行
動
が
制
限
さ
れ
、
ポ
ン
プ
操
法

大
会
や
出
初
式
、
消
防
訓
練
、
会
議
等
の

活
動
が
中
止
や
延
期
と
な
り
、
士
気
の
高

揚
、
技
術
の
向
上
を
目
標
と
す
る
県
協
会

に
於
い
て
は
先
の
見
え
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
終
わ
り
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
本
当
に
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。

　

長
野
県
77
団
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
環
境

に
よ
っ
て
課
題
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
消

防
精
神
に
基
づ
き
住
民
の
安
心
安
全
の
た

め
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
長
野
県
消
防
協
会
の
副
会

長
を
拝
命
し
て
以
来
２
年
間
、
会
長
を
は

じ
め
県
協
会
理
事
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
社
会
生
活
が
一
変
し
、

操
法
大
会
の
中
止
な
ど
、
消
防
団
活
動
も

制
限
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
日

本
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
、
そ
の
度
に
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
に
備

え
る
た
め
に
必
要
な
訓
練
が
で
き
な
い
も

ど
か
し
を
感
じ
、
悩
ん
だ
2
年
間
で
も
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
じ
思
い
を
さ
れ
る
県

内
の
各
市
町
村
の
団
長
の
皆
様
と
今
後
の

消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
前
向
き
な

意
見
交
換
を
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
団
員
数
の
減
少
な
ど
、
消
防

団
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
引
き
続
き
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
県
消
防
協
会
を

中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
長
野
県
消
防
協

会
と
、
県
内
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
消

防
団
員
の
皆
様
、
ま
た
そ
の
団
員
を
支
え

て
い
る
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

長
野
県
は
一
つ

　

4
年
前
の
県
消
防
協
会
混
乱
の
影
響
を

受
け
る
な
か
、
令
和
2
年
よ
り
武
井
会
長

の
ご
指
導
の
も
と
副
会
長
と
し
て
2
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
清
水
昌
敏
で
あ
り

ま
す
。

　

就
任
早
々
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
雰
囲
気
の

な
か
、
正
副
会
長
会
議
の
事
を
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
初
対
面
と
い
う
こ
と
も

あ
り
緊
張
す
る
な
か
、
会
議
終
了
後
の
初

懇
親
会
の
折
、
自
己
紹
介
で
思
わ
ず
言
葉

に
出
た
の
が
、「
長
野
県
は
一
つ
」よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
と
言
っ
た
こ
と
。
そ

れ
か
ら
の
会
議
は
県
を
ま
と
め
る
た
め
の

有
意
義
な
場
に
な
っ
た
気
が
し
て
お
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
で

き
な
い
中
、
消
防
団
員
一
人
一
人
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
各
団
の
自
主
性
を
尊
重

す
る
な
か
各
地
区
協
会
の
意
見
を
汲
み
取

り
、
県
全
体
と
し
て
の
方
向
性
を
出
せ
た

事
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

武
井
会
長
、
上
條
・
吉
澤
・
渋
谷
副
会

長
、
各
協
会
長
様
、
素
晴
ら
し
い
方
々
に

出
会
え
大
変
幸
せ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
野
県
消
防
協
会
の
発
展

を
お
祈
り
し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
2
年
間
県
消
防
協
会
理
事
の
皆
さ

ん
消
防
関
係
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
こ
の
た
び
長
野
県
消
防
協
会
副
会

長
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
県
消
防
協
会
の
副
会
長
に
任
命
さ
れ

大
変
な
重
責
で
は
あ
り
ま
し
た
が
微
力
な

が
ら
そ
の
職
務
を
全
う
で
き
た
こ
と
、
ま

た
こ
の
職
務
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
々

と
の
交
流
、
消
防
防
災
な
ど
の
見
聞
が
で

き
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
消
防
団
活
動
が
思
う
よ
う
に
で

き
ず
各
消
防
団
で
も
試
行
錯
誤
し
て
今
後

の
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
の
重
要
性

は
今
後
も
高
ま
っ
て

い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

感
染
予
防
に
十
分
注

意
し
て
有
事
の
際
に

備
え
消
防
団
活
動
に

あ
た
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
消
防
団
、
団
員

の
皆
様
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

前
副
会
長

清
水　

昌
敏

前
長
野
県

消
防
協
会
長

武
井　

郁
郎

前
副
会
長

渋
谷　

智
義

前
副
会
長

吉
澤　

節
夫

退
任
あ
い
さ
つ


